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エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙は、デカルトが「幸福な生」
とその実現について自分自身の見解を展開した文章である。その中でデ
カルトは一つの「道徳」（行為・生活の規則）を提示し、説明している。


































8 月 4 日付の手紙をどのように読み解くかである。不正確になるのを承




エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙は、九つの段落から成る2）。
冒頭の第 1 段落と末尾の第 9 段落を除いて、この手紙の主要部をなす第















































































































































これら三つの「格率」は、エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙

















































































理の知識においてできるかぎり前進すること」（«m’avancer, autant que 
je pourrais, en la connaissance de la vérité»）、すなわち、あらゆるもの
ごとについて真である知識を順次、獲得していくこと。
デカルトは、『方法序説』第一部冒頭部で、「よく判断し、真と偽とを
区別する能力」（«la puissance de bien juger, et distinguer le vrai d’avec 














































あるが、この箇所についても、エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手
紙との対応を指摘することができる。















































































3．エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の 
　 手紙における「道徳」の説明
デカルトは、エリザベトにあてた 1645 年 7 月 21 日付の手紙の中で、
「セネカが「幸福な生について」書いた本」（«celui［= le livre］que 
Sénèque a écrit de vita beata»）を読んで、所見・考察（«considérations», 
«remarques»）を手紙でやりとりすることを提案していた19）。































第 2 段落から第 8 段落で展開されるのは、「幸福な生」とその実現に
ついてのデカルト自身の見解であるが、それは、デカルトが考案した一
つの「道徳」（行為・生活の規則）の説明と見なすことができる。
すでに述べたように、エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙と
『方法序説』第三部とを比較・対照するならば、二つの文章における
「道徳」の説明の順序と内容に一対一の対応関係が見出される。
この対応関係に注目してエリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙の




まず、第 2 段落・第 3 段落において、「「幸福に生きること」が、目的
として提示される」。








エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙では、第 2 段落・第 3 段落
において、「「幸福に生きること」が、目的として提示される」。
1）「幸福に生きる」とは（第 2 段落）
第 2 段落で、デカルトは、セネカの言う «vivere beate»（「幸福に生き
る」）とはどのようなことかを問う。
A. Ernout et A. Meillet, Dictionnaire étymologique de la langue latine に
よれば、beatus という語の原義は、「富で満たされた、必要なものすべ
てを持っている、望むものは何もない」（«comblé de biens, ayant tout 
ce qu’il lui faut, n’ayant rien à désirer»）ということであったと推定され
ている。そこから、人やものについて「富んだ」（«riche»）という意味
と、 道 徳 的 意 味 と し て「 し あ わ せ な、 幸 福 な 」（«heureux, 
bienheureux»）という意味が生じ、この最後の意味で教会用語にとり入
れられたという22）。
デカルトは、セネカの言う «vivere beate» をフランス語で言い表すにあ
たり、«heur» に由来する heureusement を用いて «vivre heureusement»
と言うことをしりぞけ、«vivre en béatitude» と言い表し、それは「完全
に満足した精神を持つこと」（«avoir l’esprit parfaitement content et 
satisfait»）に他ならないと言明する。
デカルトは、«heur» と «béatitude» を次のように区別する。
«heur» は、ただ、「われわれの外のものごと」（«［ les ］choses qui 
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ズ の 辞 書（1694 年 刊 ） も、heur の 語 義 と し て「 幸 運。」（«Bonne 
fortune.»）と記している（語義は、この語義のみ）26）。
しかし、heur に bon が付いて形成された bonheur や、heur から派生
した heureux, heureusement については、いささか事情が異なる。
bonheur は、十五世紀には、「完全に満たされた意識の状態」（«état 
de la conscience pleinement satisfaite»）という意味でも用いられるよう
になっていた27）。
heureux に つ い て は、「 幸 福 を 享 受 し て い る 」（«Qui jouit du 
bonheur.»）という意味の用例が十三世紀の初めから見出されるとい
う28）。
また、heureusement は、「幸福な状態で」（«Dans l’état de bonheur.»）
という意味の用例が 1557 年に確認されている29）。
vivre に heureusement を付けた用例を、モンテーニュの『エセー』
から二つ引用する。
C’est ce que dict Epicurus au commencement de sa lettre à 
Meniceus: Ny le plus jeune refuie à philosopher, ny le plus vieil s’y 
lasse. Qui faict autrement, il semble dire ou qu’il n’est pas encores 
saison d ’heureusement vivre , ou qu ’il n ’en est plus saison . 
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Il n’est rien, dict Cicero, si doux que l’occupation des lettres ［ . . . ］ 
ce sont elles qui nous fournissent dequoy bien et heureusement 
vivre, et nous guident à passer nostre aage sans desplaisir et sans 











「一つの道徳」（«une morale»）を作り上げた目的を «vivre ［ . . . ］ le plus 
heureusement que je pourrais» と言い表していた32） が、この «vivre 
［ . . . ］heureusement» も、上に掲げたモンテーニュの二つの用例と同じ
意味で用いられていたのであり、「幸運」に恵まれて生きることを意味
するのではない。



































の第 9 段落では、これを «béatitude naturelle» と呼んでいる。
2）「幸福な生を実現するもの」（第 3 段落）
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第 3 段落で、デカルトは、「幸福な生を実現するもの」（«quod beatam 
vitam efficiat»）は何かを問い、「われわれにこの最高の満足をもたらす




「われわれ次第のものごと」（«de celles qui dépendent de nous»）と










































デカルトは、第 2 段落・第 3 段落で、「幸福に生きること」（«vivere 





エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙では、第 4 段落から第 7 段
落において、「目的を実現するために守るべき三つの規則が提示される」。
















































































































































































る。 そ の 文 章 の 冒 頭 部 で デ カ ル ト が 述 べ て い る こ と に よ れ ば、
«Philosophie» という語は、「知恵を愛し求めること」（«étude de la 
Sagesse»49） を意味するが、「知恵」（«la Sagesse»）とは、「ことをな











（«étude de la Sagesse»） す な わ ち「 知 恵 の 愛 求〔 哲 学 〕」（«la 
Philosophie»）に他ならないことが明らかになる。
結論



















































「精神の平静」（«la tranquillité de son âme»）と呼んでもいる54）。
デ カ ル ト は、 ス ト ア 派 と 同 じ く、「 徳 に 従 う こ と 」（«suivre la 
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2 ）　本稿における考察にあたり、エリザベトあて 1645 年 8 月 4 日付の手紙
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